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2000 年鳥取県西部地震本震のほぼ 1週間後の 10 月 13 日から余震域およびその周辺域において 70 余 
点からなる稠密余震観測を行った．観測は 12 月初めまで約 1か月半続けられた．観測期間中に，余震域および

その周辺部で発生した地震約 1,000 個の余震について，P波と S 波の到着時刻および極性の読み取りを行い，震源
とメカニズムの精密決定，3次元速度構造についての解析を行う予定である．本講演では，余震の発震機構とその
地域的な特徴を本震の震源過程等と関連づけて議論したい． 
 
 
１．はじめに 
 2000 年 10 月 6 日 13 時 30 分，鳥取県西部地域を震源とする Mj=7.3 の地震（2000 年鳥取県西部地震）が発生

した。 
 我々は，本震のほぼ 1週間後の 10 月 13 日から余震域およびその周辺域において 70 余 
点からなる稠密余震観測を行った．観測は 12 月初めまで約 1 か月半続けられた．本観測の目的は，(a)精密余

震分布と本震の震源過程との関係，(b)精密 3 次元速度構造と本震の震源過程との関係，(c)余震メカニズムの精密
決定と本震の震源過程との関係を明らかにすること，および(d)反射波や変換波による地殻流体のイメージング，
(e)速度構造の時間変化と地殻流体の動きの検出などである．我々はこれらの結果から，(1)なぜ，この地震がこの
地域に発生したのか，(2)地震発生に関係した，地殻構造やひずみ場・応力場が存在したのか，(3)地殻流体は，地
震発生にどのような役割を果たしたのか，(4)その地殻流体は，地震の前後でどのように動いたのか，(5)本震の破
壊過程をコントロールしたのは，何か，(6)なぜ，地表まで大きなすべりが達しなかったのか，(7)余震の発生と本
震の破壊過程の間にはどのような関係があるのか，などの基本的な問題に対して本質に迫る答えを出していきたい
と考えている． 
 
２．観測概要 
 観測点は，現地収録式の 57 臨時点とテレメータによるオンライン収録式の 15 点（2 臨時点を含む）から構成

され，主断層に沿う余震域をカバーするように稠密に配置された．余震域での平均間隔は 4～5km と小さく，周辺
部では間隔は 10～20km であるが，北西－南東方向に約 65km，その直交方向に約 100km とかなり広い範囲をカバー
している． 
 現地収録式の観測点では，地震計には主としてレナーツ社のフィードバック式速度計（1Hz，3 成分）が用い

られ，データロガーには主としてクローバテック社の DAT 型レコーダ（16 ビット A/D，100Hz サンプリング，連続
収録）が用いられた．時刻は，GPS 時刻データを用いて補正された． 
 主たる参加機関は，愛媛大学，九州大学，京都大学，東京大学，東北大学，鳥取大学，北海道大学および山

形大学で，参加者は約 70 名である． 
 
３．データ処理 
 オリジナルの連続データから必要な地震（イベント）に対応する部分の切り出しを行った．選択した地震（イ

ベント）は，観測期間中に，余震域およびその周辺部で発生した地震 6,427 個，国内で発生した Mj≧4.0 の地震
86 個，国外で発生した M≧5.8 の地震 51 個，およびバイブロサイス発震時のイベント 680 個である．このうちさ
らに選択された約 1,000 個の余震について，P波と S 波の到着時刻および極性の読み取りを行い，震源とメカニズ
ムの精密決定，3次元速度構造についての解析を行う予定である． 
 本講演では，余震の発震機構とその地域的な特徴を本震の震源過程等と関連づけて議論したい． 
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